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第 16回大阪大学専門日本語教育研究協議会 

CEFR-CV 以降の日本語教育を考える 

日時：2024 年 2 月 14 日（水）13：30～17：00（受付 13:10） 
場所：大阪大学吹田キャンパス コンベンションセンター会議室 1 

主催：大阪大学国際教育交流センター

---- プログラム ---- 

総合司会 国際教育交流センター 准教授 中俣 尚己 

13：30〜13：35 開会の挨拶  国際教育交流センター センター長 有川 友子

13：35〜13：45 趣旨説明 国際教育交流センター 特任講師 藤原 京佳

13：45～14：45   講演 1：「日本語教育の参照枠」と CEFR－ドイツの移民統合政策から考える 

国際交流基金関西国際センター 所長

大阪大学 名誉教授 真嶋 潤子

14：45～15：45  講演 2：イタリアの複言語主義から見る日本語教育 

大分大学 国際教育研究推進機構 国際教育推進センター 講師 西島 順子

15：45～16：05   休憩

16：05～16：55 全体討論

 全体討論司会 国際教育交流センター 准教授 大谷 晋也

  国際交流基金関西国際センター 所長

大阪大学 名誉教授 真嶋 潤子

大分大学 国際教育研究推進機構 国際教育推進センター 講師

西島 順子

16：55～17：00 閉会の挨拶 国際教育交流センター 教授 村岡 貴子
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第 16回大阪大学専門日本語教育研究協議会 

CEFR-CV 以降の日本語教育を考える 

主催 大阪大学国際教育交流センター 

背景および趣旨

令和 3 年 10 月に文化審議会国語分科会によって「日本語教育の参照枠」が取りまとめられました。

「ヨーロッパ言語共通参照枠」（以下、CEFR）を参考にして作られた、この参照枠は、学習、教授、評

価にかかる日本語教育の包括的な枠組みであるという点で画期的なものであると言えるでしょう。昨今

コロナ禍も落ち着きを見せ、2023 年 6 月末時点の在留外国人数は 322 万 3858 人と過去最高を記録し

ました。在留資格別では「技能実習」が「永住者」に次いで多く、「留学」を上回っています。日本語

教育の参照枠でも「生活」「就労」「留学」という三つの活動領域が設けられており、日本語教育を必要

とする人々の目的が多様化していることがわかります。

「日本語教育の参照枠」の概要（文化庁）によると、国内外共通の指標・包括的な枠組みが示された

ことにより期待される効果として、国や教育機関を移動しても継続して適切な日本語教育を受けること

ができること、生活者・就労者・留学生等に対する具体的かつ効果的な教育・評価が可能になること、

試験間の通用性が高まること、試験の質の向上が図られることが挙げられています。そして、以上より

「国内外における日本語教育の質の向上を通して、共生社会の実現に寄与する」ものとされています。 
今回の専門日本語教育研究協議会では、「日本語教育の参照枠」のもととなった CEFR および、2018

年に公開されたCEFR-CVの理念を理解した上で、今後さらに在留外国人数の増加が予想され、多文化、

多言語社会へと進んでいく日本社会において、どのような日本語教育が必要とされるのか、さまざまな

視点から考えていきたいと思います。

ご講演者として国際交流基金関西国際センター所長および大阪大学名誉教授の真嶋潤子先生、大分大

学国際教育研究推進機構、国際教育推進センター講師の西島順子先生のお二人をお迎えします。文化審

議会国語分科会のメンバーでもある真嶋潤子先生には、日本語教育の参照枠と CEFR の理念を、ドイツ

の移民統合言語政策の事例とともにお話しいただきます。日本語教育に携わる一方イタリアの複言語教

育に関するご研究をなさっている西島順子先生には、イタリアにおける CEFR の影響と日本語教育への

示唆についてご講演いただきます。お二人のお話をもとに、参加者の皆さまとの活発な意見交換を通し

て、今後の日本語教育のあり方について議論できればと思います。
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講演１ 

「日本語教育の参照枠」とCEFR－ 

ドイツの移民統合政策から考える 

真嶋 潤子 

国際交流基金関西国際センター 所長 

大阪大学 名誉教授 
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講演２ 
 

イタリアの複言語主義から見る日本語教育 
 
 
 
 
 
 
 
 

西島 順子 
 

大分大学 国際教育研究推進機構  
国際教育推進センター 講師 
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CEFR CV CARAP/FREPA
Council of Europe, 2020; (CEFR-CV)

A Framework of 
Reference for Pluralistic 

Approaches to
Languages and Cultures 
(Council of Europe, 2012)
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Plurilinguismo

(1932-2017)
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plurilinguismo

GISCEL 1977, Dieci Tesi (10 ) 8
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2024/02/14 専門日本語教育研究協議会 
 
司会 ：それでは最初に、真嶋先生の方から話し足りなかったこととか、何かございましたらお話い

ただければと思います。 
 
真嶋先生 ：西島先生の興味深いイタリアのお話を伺って、よかったです。これまでイタリアのことを

知りたかったんですけど、あんまりそういう機会がなくて。 
CEFR もそうですけれども、日本語教育の参照枠も、年少者の教育についてはマジョリティ

の児童生徒が外国語を学ぶ時の外国語教育として、 場合によってはいわゆる贅沢言語を学ぶ

時の枠組みには使えるけれども、マイノリティの子供がマイノリティ言語を維持しながら現地

語を学ぶような教育については、専門家が入って作っているわけではないので基本的には使え

ません。CEFR の方ではそういう風に、CEFR-CV のところに書いてあるわけではないのです

が、書いた人たちに聞いたんです。年少者教育の専門家はいませんから。書いてあったのは、

認知能力が抽象思考まで行っている、いわゆる青少年、日本でいう、12、3 歳、中学生ぐらい

以上の人については、複言語主義あるいは複文化主義は外国語教育についての指針となっても

いいんですけど、 それ以下の言語形成期の幼いお子さんの場合は使えないというのは、確認

を取っています。ノース(B. North)さん、ピカルド(E. Piccard)さんにも。以前に直接聞いたの

はノースさんですけど。 
それから、この前グラーツに行った時も、学校現場、学校での言語教育っていうテーマとい

うのを、「Languages for schooling 学校における言語」かな、そういうテーマを、「進化する

CEFR」のところで出して、そのプロジェクトの成果発表があって、そこで質問する機会もあ

りました。今年の研究発表でようやく複数言語の、西島先生がイタリアでリポートされた、小

学生がやっているような、複数言語でメディエイトするとか理解促進する、そういう風なこと

は非常にいいことだという風な指針、共通理解を持って、かつ、母語ができるようにする。現

地語やらなくちゃ学校についていけないから、現地語はやる。だけど、母語をなくすのでなく、

母語を使いながら、活用しながら、あるいは母語も学びながら、日本でなら日本語と、現地語

をやるっていう、子供のバイリンガルをスイッチしたような、コードスイッチングでなくて

どっちかというと、トランスランゲージングみたいな感じの発表会、子供たちの複数言語発表

会みたいなのを公にお金をつけて、スピーチコンテストをやりましたっていうプロジェクトの

発表があって、それはいいことだと思いました。やっとそれが言われ出したので、その話のと

ころで、「確認したいけれど、CEFR そのものは年少者教育についての指針になるものではな

いと理解していますが、それは共通認識ですね」って言ったら、そうですっておっしゃったん

ですね、それを発表してくださった方が答えてくださいました。 
大人にも使える言語のスケール、A1 から C2 まである 6 段階だったら、これは子供もみんな

使えたら便利だなと思われる方も多いと思うんですけれども。実は最初、「日本語教育の参照

枠」も領域を、留学、就労、生活、に加えて「年少者」っていう風にあったのをダメって言っ

て、おかしいって言って外してもらい、日本語教育の参照枠の報告、最新のバージョン（文化

庁 R.3 年 10 月）だったと思いますが、それから手引き（「日本語教育の参照枠」の活用のため

の手引き」文化庁 R.4 年 2 月）、そういうのを見ていただいたらいいと思うんですけど、そこ

に私、名前入りのコラムを頼まれたので書かせてもらいました。ぜひそこを見ていただきたい

と思います。 
子供はちょっと別立てで、学校の教科についていかなくちゃいけない、学校で勉強するって

いうことを前提にした場合、日本の場合、きちんとした学習指導要領がありますよね、それに

ついていけるような言語能力を身に付けさせないと、進学ができなくなる、ドロップアウトが

増えるとか、上の学校へ行けないという風な、困った状況になるので、そうではなくて、子供

用の別の枠を作った方がいいっていうことで、2014 年に文科省が出した、「DLA(Dialogic 
Language Assessment)、対話型言語アセスメント」っていうツールが既に出ています。それ

は文科省のホームページ見てもらったら、誰でも無料でダウンロードできます。それは小学生

用だったんですけれども、中学、高校と進学していくわけで、高校生どうするっていうことが

現在問題になっていて。ご存じかもしれませんが、今年度から、2023 年度から、「特別の教育

課程」というのを文科省が認めて入れたので、日本語の取り出し授業とか言って、課外学習み

たいにさせていたのを、そうじゃなくて、正規の授業としてカウントするようになったんです

ね。来年度 7 月以降のいつか、来年度中に出ると思うんですけど、DLA の拡大版、高校生ま
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でのスケールが参照できるもの、アセスメントができるものを、しかも複数言語でのアセスメ

ントをした方が、本人にとっていい場合もあるので、日本語だけで判断していては、その子の

全貌がわからないし、日本語だけができない子に、日本語だけでテストして、「ほら、できな

い」っていう風になってしまっては、実は母語ではすごくできる子だったりするわけで、それ

を全人的に把握し、評価、アセスして、必要な教育を受けられるように、指導するということ

は、理にかなっているので、それをできるような枠組みが、来年度ぐらいに公開されると思い

ます。それは文科省から出る予定の 1 つですね。 
そのプロジェクト、今日いらっしゃっている先生方の中に、学校の先生とか、高校の先生と

かいらっしゃるんだったら、それは朗報です。でも、それができたからといって現場がすぐに

変われるかと言えば、教員研修がすごく大変なので、特別な教育課程になったという、正式、

正規の授業ということは、実は、正規の教員免許を持っていないとやってはいけないっていう

ことなので、「ボランティアさんどうぞ」ではなくて、教員の資格のある人が、例えば、母語

の分かるアシスタントに助けてもらいながらやるとか色んなことはできると思います。子供た

ちが、母語を大事にしながら、日本語もちゃんと勉強していける。言葉の問題だけじゃなくて

認知力を、日本語でも何語でもいいので、言葉を使って頭で考えられる人になってほしい、なっ

てもらわないといけないので、単に言語知識とか、言葉の表面上の問題ではないということは、

ぜひ、追加して言っておきたいと思いました。 
年少者への日本語教育っていうのは、すごく丁寧に見てあげなければ、下手をすると押しつ

ぶされて、日本社会は特に日本語の力が圧倒的に強いから、押しつぶされて、他の母語がない

がしろにされたりいじめられて諦めてしまう子供も、いわゆる同化させられてしまう子供たち

も多いだろうと思うんですけど、それではもったいなすぎる、それはダメだと思うので、ぜひ

複言語主義、複文化主義で複数の言語文化能力を尊重してやっていけたらと思いますね。 
最近、欧州評議会でも言われたんですけど、最初は複言語複文化って言っていましたよね。

それを複言語異文化理解って言い換えるようになったので、異文化理解を誰にでも通用する、

あちらの学校の方ではそういう風にやってきていて、今日西島先生に教えていただいたイタリ

アの取り組みとかも、似たような取り組みはやっているところはあります日本でも。あちこち

あるんですけど、あんまり知られていなかったり、日本では小学校とか中学校の教育内容を、

公開するためにやっているわけではないので、見学者も、そう簡単には外部からは入れないし、

外からは分かりにくいかもしれませんが、動きはあるということ。 
 

司会   ：はい、ありがとうございました。デ・マウロのその元々の動機として、理念としては、お

そらく初等中等教育、特に初等教育とか幼稚園教育まで含めた形の理念があって、その実践が

あるとは思うんですけども、真嶋先生おっしゃったように、CEFR の中に明示的に扱っていな

いという、そんな中で、イタリアの複言語主義の理念に基づいた実践と、その辺りの関係とか

お話お伺いすることはできますでしょうか。 
デ・マウロの理念に基づいた、現状の初等教育の実践と、一方で、CEFR にはそこに特化し

たというか、それがないので、現状そこに沿ってやることはできないという状態ですよね。そ

れを、しかしながら、今おっしゃったように、日本でも部分的には個人の努力なりなんなりで

やられていたり、イタリアでは、さっきお話伺ったように、なされてるわけですけども、その

辺りちゃんとした参照枠がない中で、現にやられているという。 
 
西島先生 ：はい、デ・マウロが 1970 年代に創出した理念というのは、 現代のイタリアの教育に、文

言としては引き継がれているんですけれども、実際、それを理解している教員はほぼいないと

言えると思います。私が、色々コンタクトを取った学校教員ですが、デ・マウロが作った研究

会あるいは学会に所属している人たちは、その理念に基づいて、多様な言語の見方を今も継承

している感じはあるんですけれども、一般の教員はそういう認識は全くなくて、plurilingismo
と言えば欧州評議会の、という感じです。今回私が観察した言語教育っていうのは、おそらく

欧州協議会の複言語主義に基づいた考えで行われているもので、私が見たのは一例なんですが、

それ以外、様々な地域で同じような事例が見られます。そういったものは、欧州協議会から支

援を受けていたりしますので、ある程度後押しがあるように見受けられます。ただ、文言とし

ては継承されているけれども、実際行っている現在の教員たちは過去のことは知らないという

のが現状です。 
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司会 ：それ以外で、何かを付け足したいことがありましたら。 
 
西島先生 ：真嶋先生、日本語教育の参照枠に関わったということで、伺いたいんですけれども、その

中に、複言語主義っていうのはどれぐらい、反映されているというか、取り入れられている部

分があるとか、もしあれば教えていただきたいです。真嶋先生も CEFR の感銘を受けた部分を

挙げていらっしゃったので。はい、お願いします。 
 
真嶋先生 ：はい、ご質問ありがとうございます。方針、理念の 1 つに、あったかもしれないんですけ

ど、日本語教育の参照枠の中に、複数言語、複言語をどうするかっていうことは、その言葉で

は書き込んでないんじゃないですかね。日本語以外の他の言語の話はあまり。これはあくまで

も日本語の教育の参照枠ですっていうことで、あの、日本の言語教育つまり外国語教育の参照

枠じゃないんですよね。「日本語教育の参照枠」なので、日本の言語教育、そこには日本語教

育をどう推進していくかということで、英語もあり、イタリア語もあり、中国語もありってい

うそういうのは外国語教育なので、文化庁国語課は扱えないですし、それから子供のことは文

化庁は所管、所轄外なので、学校教育に関することは所轄外なので削いでいったと思います。

答えになっていますか。 
先ほどの最後の方にもありましたけど、どういう風に、一般市民の方、マジョリティの日本

人、モノリンガル・モノカルチャー（単一言語・単一文化）だと自他ともに思っているような

日本の方に、外国出身の方、外国に繋がる人の、いろんな日本語、多様な日本語だったり、あ

るいは、多様なという意味の中には、もしかしたら不正確、いわゆるスタンダード日本語から

は正しくない日本語も認めて、正しさを追うんじゃなくて、コミュニケーションの目的、何の

ために日本語を話してるのかっていう、その目的が達成できればいいじゃないかという姿勢を、

日本の方に理解してもらうのにはどうしたらいいのかというのは、この参照枠には十分書いて

ないですね、残念ながら。 
だけど少なくとも、一縷の望みみたいなのがあって、生活領域で、地方に、日本語学校とか

日本語教育を受けられる教室とかがほとんどないようなところ、全くない地域を 0 ゼロにしよ

うっていうことで、文化庁の取り組みで、今年相当いろんな事業がなされたと思うんですね。

そういうところで教えている先生たちは必ずしもプロじゃなくて、ボランティアの方も多いと

思うんですけれども、その人たちが親切心で、善意で日本語教えてあげよう、助けてあげようっ

ていう時に、どんなふうにしていったらいいのかっていう事例が掲載されています。たとえば

支援者の方が自分ばっかり喋らないとか、学習者の間違いや、あら探しばっかりしないとか、

とにかく褒めるとかね。いろんな方策があるとは思うんですけれども。島根県のモデルケース、

これは日本語教育の参照枠の中に例示として、生活分野は島根県が出ていたと思います。生活

分野の事例を見ると、そのサポートしたボランティアさんって、先生側（を）先生って呼ばな

いで、パートナーさんだったかな、日本語パートナーさん、この人自身の振り返りと、これこ

れができましたかっていう風なチェックリストがついているので、日本人の意識を少し改革で

きるのかなと思うので、それは一縷の望み、そういうアプローチを示しているっていうのは、

参考になるなと、それを参考にしてもらえればいいな、という風に思っています。それが、1
つの例ですかね。 

 
西島先生 ：はい、ありがとうございます。 
 
司会   ：今ざっと検索してみましたら、先生おっしゃる通りですね。あんまり、文化庁の日本語教

育の参照枠に複言語主義的なことは載ってないみたいな感じです。 
 
真嶋先生 ：ないですね。だと思います。もう何にもないところからですから、まずは外国の方に日本

語を学んでもらいたい時に、留学生だけじゃないよ、就労もあるよ、生活もあるよっていうこ

とを言えて、来年度できる、日本語教育機関の認定だとか、先生の登録制だとか、そういう制

度的なものと歩調を揃えて、留学だけじゃない部分をどういう風に進めていけるかっていうこ

とで、そこがまず優先順位としては先だったんだと思いますね。 
 
司会   ：あの 1 つ。先生、学校教育に手を出せないとおっしゃったので、その文化庁的な制約みた

いな、縦割りというかセクショナリズムというか、そういう制約が結構、他の国もそうかもし
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れませんけど、やっぱり日本、それは多いのかなというのはちょっと印象に残りました。 
 
真嶋先生 ：おっしゃる通り。でも、この 4 月から文化庁国語科の、こういう日本語教育施策を担当し

ていた部署がそっくり異動して、文部科学省に異動すると聞いておりますので、今度から文化

審議会ではなくて文科省の中央教育審議会、中教審の方で相談する、重要議題になるという風

に聞いています。それがいいことなのかどうか、誰にとっていいことなのか、ちょっと、微妙

かもしれませんが、あのー、はい、今後、文化庁の所轄ではなくなる予定です。国際教育政策

局だったかな、の中に入るみたいですね。文科省が責任の所管になるようです。 
 
真嶋先生 ：西島先生のお話で、子供さんの話は面白かったんですけど、子供さんについては、行かれ

た小学校で、イタリア語については、取り出し授業をしていて、イタリア語が上手にならない

と、普通クラスには入れないという風な理解でよかったですか。 
 
西島先生 ：いえ、普通クラスも並行して参加できて、どうしてもついていけないような場合に、取り

出し授業に行くことになっています。あるいは、学生が空き授業がある時に、午後とかに、来

たばかりの生徒を集めて行う、というようにしているようです。 
イタリアでも、何時間かはっきり覚えてないんですけれども、必ずイタリア語の授業を特別

に受けさせるというルールがあって、受けることになります。それ以外の時間は普通クラスで

受けられる授業もあります。 
 
真嶋先生 ：ドイツでは、さっき私が言ったみたいに、ドイツ語ができないと授業についてこられない

から、ドイツ語授業を受けられるようになってから来なさいみたいな感じで、移民の子供クラ

スみたいな、別建てになって、ドイツ語ばっかり勉強するっていうのはあります。実はこれは、

でも、州によって違うかもしれません。教育は州によって違うので、一概に言ってはいけない

んですけど、私が見たところはそうだったんですね。だからそれだと、ドイツ語ができないか

らと教科の勉強に入れないからできないことがどんどん増えてしまう、っていうかわからない

まま、難しい授業は、「ここあなたわからないから、ドイツ語やってきなさい」って。で、ド

イツ語を勉強している間に授業が進むわけですから。それの補習はドイツ語ができないとダメ、

みたいな感じでどんどん差がついていくので、全然回ってない感じがしました。 
 
西島先生 ：イタリアは、私が見たその学校は、イタリア語だけをまず、っていう感じではなかったで

す。わからないけどクラスにいてもいいよ、みたいな感覚で最初入ってて、徐々に慣れさせるっ

ていうような感じでした。 
 
真嶋先生 ：私、イタリアにはちょっと尊敬の念を抱いているところがあって、それは、精神病院をな

くしたっていうことです。 精神病院をなくして、精神に障がいのある人も、一般社会で受け

入れましょうと、包摂しましょうって、インクルーシブな社会を作っているっていう。問題が

ないわけではないんでしょうけど、それをみんなで、ああだこうだ言いながら解決していくと

いう、弾力性のある柔軟な社会なんだなって思いましたね。 
 
西島先生 ：はい、イタリアは多分、1970-80 年代からもう障がい者を分けないっていう教育を行って

いて、重度の障がいの人であっても、クラスに普通に受け入れて、担当教員が必ずつく。それ

は学校の責務っていうことでやっている。だから、広く、すごくインクルーシブな考えが、学

校に根付いている感じはします。 
 
真嶋先生 ：その一環なんですかね。イタリア語が、十分できない子供さんも授業に参加するっていう

のは。 
 
西島先生 ：実は、デ・マウロの話になってしまうんですが、（彼は）教育大臣をしていて、教育要項に

序文とかをあげる時に、障がい者のことについてもあげてるんですね。で、言語的なハンディ

キャッパーも、身体的なハンディキャッパーも学校で受け入れなければならないっていうこと

を明言していて、もしかすると、本当にそういったハンディキャッパーに対しても、彼は実は

影響してたのかなと、ちょっと読みながらは思っていたんです。深くは調べてないんですけど。
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なので、彼の影響力はもしかするとあるかもしれないです。でもそれは、2000 年入りすぐぐ

らいの文言なので、それより前に、もう整備がされていたはずではあるので、社会的に受け入

れる体制はできていたのかなと思います。 
 
真嶋先生 ：なるほど。イタリアっていうのは、ちょっと最初の方の話に、成人の話に戻りたいんです

けど、西島先生の最初の方のお話で、トスカーナ語が標準イタリア語になった。それはもと話

者が少なかったって。現在はトスカーナ語以外の人たちが喋っているイタリア語は、元々は母

語ではなかったものが使われているので、それプラス地元の言葉もプラス、バイリンガル、ト

ライリンガル、マルチリンガル、プルリリンガルの人たちが普通にいるという風に考えていい

ですか。 
 
西島先生 ：そう考えていただいていいと思います。今のイタリア語はトスカーナ語、フィレンツェ語

なので、彼らにとっては、ちょっとやっぱり、母語とは違う、外国語的な感覚ではあるんです

が、もう今のイタリア人は、生まれた時からメディアにも触れますし、学校教育に入ってすぐ

イタリア語になっても全然問題はないようになっています。ただ、ひと昔前っていうのは、実

は、方言を話すっていうのはすごく実は恥ずかしいことだったみたいなんですね。方言話者イ

コール教養のない人っていう風に、イタリアでは考えられていたので。実際に、学校教育が受

けられなかった人が、方言話者として残っていたので、みんな極力方言話さない方がいいって

いう概念を持っていたんですけど、今はそういうのがないような気がします。みんな方言、地

元の人とは、方言で話しているので、私がイタリアに一時期いた 2000 年代初頭は、そういう

風に聞いていたんですけど、今の若者を見ると、すごく、ナポリ人とかも誇らしげにナポリ語

を話していたりとかするので、そういう概念も変わったのかなと感じます。 
 
真嶋先生 ：書記イタリア語は？ 
 
西島先生 ：はい、書記イタリア語はフィレンツェ語です。 
 
真嶋先生 ：うん、違うんですよね。ありがとうございます。 
 
司会   ：すみません、フロアの方からもご質問等いただきたいので、どなたか、お名前と、あれば

ご所属とおっしゃって、 その後にご質問お願いいたします。 
ぜひ。あの、ご遠慮なさらず、 

 
真嶋先生 ：はい、もしいらっしゃらなかったら。 
 
司会 ：あ、ごめんなさい。真嶋先生、お願いします。 
 
真嶋先生 ：いいですか。すいません。さっき休憩時間中に 1 つ質問があって、面白いなと思ったんで

すけど。ドイツでは、移民統合を進めていく、移民国家になると決めた後それを進めていくの

に、一般の市民への、言ってみれば啓蒙活動と言いますか、そういうのをどういう風にしたの

かっていうご質問だったんですね。私、残念ながら、それを系統立てて説明するデータ、持っ

てないんです。 
2 つ言いたいことがあって。私自身外国人として 20 年前、古くは 30 年前かもしれない、初

めてドイツに行った時から今までを見てみると、この 10 年ぐらいが、特に今回、2022 年に行っ

た時が長期滞在だったからというのもあるかもしれないんですけど、移民がすごく定着してい

て、移民出自の人、背景の人が社会のあちこちで活躍しているのによく出会いました。すごく

うまくいっているような感じに、まあ悪いところ、あんまり普段見えないからかもしれないん

ですけど。で、私自身も 30 年前に、すごく嫌なことがあったか、差別受けたかって言ったら、

そんなこともないんですけど、肌感覚としては、すごく外国人、異物、変わった人たちに対す

る抵抗感は（以前ほどは）あんまりみんな持ってないなという風に感じています。私が住んで

いたところの近くにあった薬局も、できる言語をウィンドウに大きなペンキ（の字）でアラビ

ア語できますよ、なんとかもできますよって書いてあって、アラビア語系の移民の人たちでも、

もちろん観光客でも行きやすいでしょうし。そこにいる人たちはトレーニングを受けたであろ

57



う、美しいドイツ語を話す薬剤師さんなんですよね、親切にしてくれていたし。お互い、背景

が色々だっていうことに対する特殊感と言いますか、構える、線を引くっていう、そういう風

なことがあまりないなという風に感じました。それは多分、色々な啓発活動があったと思いま

す。職場での研修だとか、採用する際の色んな、もちろん移民の方も勉強しますけれども、受

け入れる側も、採用する時にこういうことをしてはいけないっていう風なことについて指導が

あったかもしれないし、そこらへんを確実にデータとしては持ってないので、今後、調べられ

たら調べたいなと思うんですけど、そんなことを感じました。それが 1 つですね。 
あと、もう 1 つはその話とは違う話なんです。根元は同じところにあるかもしれないんです

けど、移民が増えすぎて、あるいは外国人が増えすぎて、反発する人、移民をもう入れるな、

移民・難民をこれ以上入れるなっていう動きが大きくなっています。声がね、そういう声が。

AfD っていう、元は極右の政党が力を持ってきている。AfD っていうのは、Alternative für 
Deutschland って。私の理解で正しければですけど、メルケル首相がドイツを移民国家にする

と言った時にも、もう私たちには選択肢はないんだ、人道的な、困ってる人を受け入れる、救

うっていうことと、それから自分たちも少子高齢化で国がどんどん衰退していくのは困るか

らっていう風なこともあって、選択肢がないっていう言葉をどこかで使ってるんですね。で、

AfD っていうのは、いいえ、選択肢はあります、「ドイツの選択肢」っていう名前の政党なん

ですよ。つまり、移民のテーマだけではないんですけど、でも移民排斥の人が、特に極右の人

たちが集まっていてすごく心配されていた政党なんですけど。最初は票も取れなかったのに、

ちょっとあれはっていう感じだったのにこのところだいぶ変わってきていて、いろんな町の選

挙や、州の選挙でもちょっと議席を伸ばしているところがあったりするので、どうかなってい

うのが 1 つ。 
（＊追記：元は 2015 年のユーロ危機の際に特にギリシャの経済危機を救う政策についてメ

ルケル首相が「私たちには選択肢はない。ユーロを守るしかない」と言ったことに対して、そ

れに対して「そんなことはない。私たちは脱ユーロという選択肢もある」と言って、「ドイツ

のための選択肢」という名前の政党にしたという経緯がある。いわゆるポピュリストの政党だ

と言われていて、移民排斥と親和性が高い。） 
あんまり政治的な話、よその国の政治の話に口出し、突っ込むのはどうかとは思っているん

ですが、私の話の中で、移民の統合教育の中で、コンフリクトや意見の対立を乗り越えるため

のコミュニケーションっていうのをすごく大事にして、表に出して、それをオリエンテーショ

ンコースでの、教えとしていると。で、ボイテルスバッハの原理っていうのをご紹介しました

が、こういう信念があるから、ドイツの学校教育でも、教えているんですよっていうことを見

たんですけど。でもこれは個人的な意見なんですが、がっかりしている 10 月以降の私がいま

す。言ってしまいますと、ホロコーストの反省はいいんですけれども、ヨーロッパのユダヤ人

への迫害だけが悪かったのではないでしょうと思うんですね。ホロコーストはユダヤ人以外に

も障がい者やいろんな人が一緒に殺されたわけで、それはもう人類に対する罪、虐殺された人

たちへの罪だと、それを反省したんだと私は思っていたんですけど、イスラエル国家を支持す

ることが国是であると、ショルツ首相が言うに至って驚きがっかりしました。私が 11 月、12
月にドイツにもう 1 回行ったんですけど、その時はそれは議論できません、しません、タブー

ですって、あるところで言うのを聞きました。だからつまり、イスラエルがパレスチナを攻撃

するのは、外務大臣とかが、パレスチナにやられたから当然の自衛だっていう風なことをずっ

と言っていましたけど、なんで女、子供ばっかりいるところとか病院を攻撃することにドイツ

がお金を払って支援しなきゃいけないのかっていうことを、なんで議論ができないのか。議論

できないっていう話だったんですね。それは国是ですって。国是って、おかしいじゃないです

か。ボイテルスバッハのあの原則に従えば、2 つ意見がある場合は、両論併記のはずなのに、

パレスチナが悪い、イスラエルは悪くないっていう、それしか言わないで。逆の立場だっても

ちろんあるし、ドイツ国内にもパレスチナ人もいればユダヤ人もちろんいますけれども、 ど
ちらの立場も明記し、高圧的に絶対これが正しいっていうことを言わないっていう原理を、み

んな体良く忘れたふりをしているのか、議論しないですね、できない。ちょっとそれが残念、

私はとても残念です。ドイツはすごく素晴らしい国かなと思っていたけど、そうでもないのか

なと。ということでした。 
 
司会   ：はい、ありがとうございます。なんというか、ちょっと違う方面でしたが、また 1 つの大

きなまとめになったかなと思います。  
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講演2 

 

全体討論 

 

会場の様子 
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付録：過去の大阪大学専門日本語教育研究協議会の開催状況 

 

1．第1回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「大学院レベルの専門日本語教育とは何か」 

日時：2007年3月13日（火）13：00～17：50 

場所：吹田キャンパスICホールRoom５＆６ 

 

2．第2回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「大阪大学における専門日本語教育のさらなる定着に向けて 

―留学生・指導教員とのディスカッションを通して―」 

日時：2009年3月10日（火）13：00～17：30 

場所：吹田キャンパス ICホールRoom５＆６ 

 

3．第3回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「専門日本語教育におけるライティング能力の養成 

―留学生と日本人学生の双方に対する教育の共通課題―」 

日時：2010年3月9日（火）13：00～17：30 

場所：吹田キャンパス コンベンションセンター会議室１ 

 

4．第4回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「キャリア形成につながる専門日本語教育を考える」 

日時：2011年3月8日（火）13：00～17：00 

場所：吹田キャンパス コンベンションセンター会議室１ 

 

5．第5回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「日本語教育のスタンダードの課題と展望」  

日時：2012年2月15日（水）13：00～17：00 

場所：吹田キャンパス コンベンションセンター会議室１ 

 

6．第6回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「研究留学生のための専門日本語教育を考える」 

日時：2013年2月19日（火）13：00～17：00 

場所：吹田キャンパス コンベンションセンター会議室１ 
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7．第7回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「上級レベルの専門日本語教育 -理論と実践-」 

日時：2014年2月17日（月）13:00〜17:00 

場所：吹田キャンパス IC ホールRoom５＆６ 

 

8．第8回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「グローバル時代を生き抜く力の養成と大学における日本語教育を考える 

-大学から社会への橋渡しを視野に-」 

日時：2015年2月17日（火）13:00〜17:00 

場所：吹田キャンパス コンベンションセンター２階 会議室２ 

 

9．第9回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「専門日本語教育におけるIT 活用の可能性」 

日時：2016年2月16日（火）13:00〜16:55 

場所：吹田キャンパス IC ホールRoom５＆６ 

 

10．第10回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「内容言語統合型学習（CLIL）の実践に向けて」 

日時：2017年2月21日（火）13:00〜17:00  

場所：吹田キャンパス IC ホールRoom５＆６ 

 

11．第11回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「学習者オートノミーを育む言語学習とその支援」 

日時：2018年2月16日（金）13:00〜17:00 

場所：吹田キャンパス IC ホールRoom５＆６ 

 

12．第12回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「市⺠性教育と⽇本語教育」 

日時：2019年2月19日（火）13:00〜17:00 

場所：吹田キャンパス コンベンションセンター１階 研修室 
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13．第13回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

「留学生大量受け入れ新時代の大学における日本語カリキュラムの再考」 

日時：2020年2月18日（火）13:00〜17:00 

場所：吹田キャンパス コンベンションセンター２階 会議室２ 

 

14．第14回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

  「日本語の上達を支援する教育実践の創造 

   －ITを有効に活用したチームでの教育実践の可能性－」 

  日時：2022年2月15日（火）13:30～17:00 

  場所：オンラインで開催 

 

15．第15回大阪大学専門日本語教育研究協議会： 

  「学部初年次から大学院博士課程までの学習・研究活動に必要な 

日本語ライティング教育実践の諸相」 

  日時：2023年2月15日（水）13:30～17:00 

場所：吹田キャンパス コンベンションセンター１階 会議室１ 
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